
昭
和
 

56
年
 8
月
28

日
 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
発
足
 

 
58

年
 4
月
12

日
 

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
落
成
 

 
58

年
 4
月
12

日
 

「
ど
ん
ぐ
り
」
創
刊
号
発
行
 

 
58

年
10

月
 

第
1
回
体
育
祭
開
催
 

 
59

年
10

月
 

第
1
回
文
化
祭
開
催
 

平
成
  

9 
 年

 4
月
 1
日
 

双
葉
町
町
会
を
泉
町
町
会
に
変
更
 

 
10

年
 4
月
 1
日
 

豊
町
町
会
を
分
割
。
 

豊
町
東
、
豊
町
西
町
会
誕
生
 

 
10

年
10

月
 3
日
 

豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
改
修
工
事
完
成
 

 
14

年
 4
月
 1
日
 

専
門
部
に
防
災
部
を
新
設
 

 
15

年
 4
月
 1
日
 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
と
改
称
 

 
17

年
10

月
 1
日
 

柏
市
防
犯
交
通
安
全
組
合
富
里
支
部
設
立
 

 
19

年
 4
月
 1
日
 

協
議
会
と
地
区
社
協
を
一
本
化
 

 
24

年
 4
月
16

日
 

設
立

30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
 

 
26

年
 3
月
31

日
 

防
犯
交
通
安
全
組
合
富
里
支
部
を
解
散
 

 
 

柏
市
防
犯
協
会
富
里
支
部
と
し
て
発
足
 

 

平
成

2
9
年

3
月

3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
11

9
号
(4
) 

 
平
成

2
9
年

3
月

3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
11

9
号
(1
) 

 
 

 

 
 

 
 

 

    

詐
欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
    

購
入

購
入

購
入

購
入

に ににに
補
助
金

補
助
金

補
助
金

補
助
金

    
    

 
柏
市
で
は
振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
、
防

止
対
策
仕
様
の
電
話
機
の
購
入
や
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

補
助
金
支
給
の
条
件
は
 

①
 
6
5
歳
以
上
の
柏
市
居
住
の
納
税
者
 

②
 
自
動
応
答
録
音
装
置
な
ど
を
備
え
た
電
話

機
の
購
入
や
工
事
 

③
 
柏
市
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
。
 

補
助
金
の
金
額
は
、
購
入
や
工
事
費
用
の

2
分

の
1
で
、
最
高

1
万
円
ま
で
。
補
助
対
象
の
機

器
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
事
前
に

柏
市
防
災
安
全
課
（
電
話

0
4
-7
1
6
7
-1
11

5
）
に

相
談
し
て
下
さ
い
。
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 溝

田
節
子
）
 

を
詰

め
て

す
ぐ

蒸
し

た
も

の
が

最
高

の
味

と
か

。
参

加
し
た

2
9

人
は
豚
ひ
き

肉
、

白
菜

、
た

け
の

こ
、

し
い

た
け

な
ど

の
具

を
包

ん
だ

、
ほ

か
ほ

か
の

手
づ

く
り

中
華

ま
ん

の
味

を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

楽 楽楽楽
し
い

し
い

し
い

し
い

講
習
会

講
習
会

講
習
会

講
習
会

    
生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

 

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」
と
い
う
手
法

で
模
様
を
転
写
し
ま
す
。
今
回

は
ハ

ワ
イ

ア
ン

の
花

柄
が

テ
ー
マ
。
受
講
し
た

3
2
人
は
、

思
い
思
い
の
花
柄
を
描
き
、
ア

イ
ロ

ン
の

熱
で

バ
ッ

グ
に

写
す
と
、
南
国
ム
ー
ド
が
漂
う
、

ち
ょ

っ
と

お
洒

落
な

バ
ッ

グ
が

完
成

。
「

こ
れ

な
ら

外
出

の
お
供
に
な
る
わ
」
と
皆
さ
ん
満

足
そ
う
で
し
た
。
 

◇ ◇◇◇
    
手 手手手

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

見
事

見
事

見
事

見
事

に ににに
変
身

変
身

変
身

変
身

 
 
1
2
月

7
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
講
師
は
福
田
智
子

さ
ん
。
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
し
た
無
地
の
バ
ッ
グ
に
「
ト

◇ ◇◇◇
    
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
中

華
中

華
中

華
中

華
ま

ん
ま

ん
ま

ん
ま

ん
 

寒
い

季
節

の
お

や
つ

に
最

適
な

中
華

ま
ん

を
手

づ
く

り
で
と

1
月

1
9
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
の
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
派
遣
講
師
、
高
橋
さ
ん
ら

3
人
が
、

ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
発
酵
の
コ
ツ
、
生
地
の
練
り
方
、
具
の
包

み
方
な
ど
を
分
か
り
易
く
指
導
。
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
具

 

 
新
春
囲
碁
大
会
は

1
月

2
2
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
1
3
人
が
競
っ
た
結
果
、
菊
池
庸
さ
ん
（
緑
ヶ
丘
・
3
段
）

が
優
勝
。
準
優
勝
は
日
高
澄
さ
ん
（
緑
が
丘
・
6
段
）
、
3
位

 
 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

3
水
曜
日
、
一
人
暮

ら
し

の
高
齢
者
の
食
事
会
の
昼
食
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間
は
午
前

8
時

3
0
分
か
ら
午
後

2
時
ま
で
。
料
理
好

き
で
、
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
た
い
と
い
う
方

3
～
4
人

の
応
援
を
お
待
ち
し
ま
す

。
第

3
水
曜
日
に
一
度
見
学

に
来
て
下
さ
い

。
 

 
 
 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 
下
山
部
長

0
9
0
-2
4
8
6
-6
8
1
3

給
食

給
食

給
食

給
食

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

募
集

募
集

募
集

募
集

！ ！！！
    

 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 
編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

    
+
+
+
+
+

+
+
+
+
+

+
+
+
+
+

+
+
+
+
+
    

「 「「「
ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

」 」」」
が ががが
新 新新新
し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

    
    
・ ・・・
隔
月

隔
月

隔
月

隔
月

に ににに
発
行

発
行

発
行

発
行

    
・ ・・・
お おおお
知 知知知
ら
せ
を

ら
せ
を

ら
せ
を

ら
せ
を

充
実

充
実

充
実

充
実

    
    
・ ・・・
「 「「「
町
内

町
内

町
内

町
内

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

」 」」」
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

常
設

常
設

常
設

常
設

    

編
集
長

編
集
長

編
集
長

編
集
長

の ののの
コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

    

 
協
議
会
の
広
報
紙
「
ど
ん
ぐ
り
」
が
次
号
（
6
月

発
行
）
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で

の
年

4
回
発
行
を
、
6
回
に
増
や
し
、
向
こ
う

2
ヶ

月
間

の
協

議
会

の
イ

ベ
ン

ト
や

会
合

予
定

の
全

て
を
掲
載
し
、
申
し
込
み
も
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
町
会
だ
よ
り
」
「
専
門
部
紹
介
」
な
ど
の
コ
ラ
ム

を
常
設
し
、
地
域
で
活
動
す
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
毎

号
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
部
が
取
材
す
る
特
集
、

企
画
記
事
は
１
面
で
扱
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

源
、
地
域
を
知
る
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

以
下
は
、
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
つ
と
め

た
広
報
部
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
地
域
活
動
に
か
か
わ
っ
た
の
は
、
7
0
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
地
域
に
は
全
く
無
頓
着
で

し
た
が
、
取
材
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
お
話

を
聞
く
機
会
も
多
く
、
自
分
の
住
む
町
や
そ
の
周
辺

を
し
っ
か
り
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の

知
人
、
友
人
に
も
め
ぐ
り
会
え
、
思
い
も
か
け
な
い

充
実
し
た

7
0
代
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

8
2
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
度
は

6
0～

7
0
代
と

自
負
で
き
る
の
も
、
地
域
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
半
世
紀
を
超
え

る
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
味
な
福
祉
活
動
を
続
け
る
民
生

委
員
な
ど
思
い
出
に
残
る
取
材
、
記
事
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
た
め
の
広
報
紙
が
で
き

た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
は
る
か
に
及
び
ま
せ
ん
。

こ
れ

か
ら

も
広

報
部

全
員

で
編

集
に

取
り

組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
（
平
林
英
昭
）
 

「
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
」
は
、

J
R

柏
駅
か
ら
南

柏
駅
に
位
置
す
る
７
つ
の
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
町
会
の
垣
根
を
越
え
て
、
福

祉
活
動
や
地
域
住
民
の
交
流
を
図
り
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

発
行
：
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
・
富
里
地
区
社
協
部
会
 

h
tt
p
:/
/w

w
w
.f
k
-t
om

is
a
to
.n
et
/ 

編
集
・
制
作
：
広
報
部
 

k
oh

o@
fk
-t
om

is
a
to
.n
et
 
 

お
問

合
せ
：
℡

 0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1（

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
） 

N
o.
11

9
 

◇ ◇◇◇
    
昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

5
6

5
65
6

5
6
年 年年年
に ににに

発
足

発
足

発
足

発
足

    
 

協
議

会
は

「
富

里
地
域

ふ
る

さ
と

づ
く

り
協

議
会

」
と

い
う
名

称
で

、
昭

和
5
6
年

8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
栄
町
、

通
一
丁
目
、
双
葉
町
（
現
泉
町
）、

緑
ヶ

丘
、

富
里

、
豊

町
（

現
豊

町
東

、
豊

町
西
）
の

6
町
会
で
構
成
。
活
動
の
拠
点

と
な

る
の

が
近

隣
セ

ン
タ

ー
で

す
が

、
初

代
の

役
員

た
ち

は
「
近

隣
セ

ン
タ

ー
は

私
た

ち
の

手
で

作
ろ
う

」
と

柏
市

内

外
の
先
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
研
究
を
し
、
各
町
会
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
設
計
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
、
柏
市
内
で

1
0

番
目
と
な
る
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
地

域
手
づ
く
り
の
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
昭
和

5
8
年
に
完
成
し
、

当
時

の
鈴

木
眞

市
長

ら
を

迎
え

て
記

念
式

典
を

行
っ

た
こ

と
が

、
「

ど
ん

ぐ
り

」
創

刊
号

で
特

集
さ

れ
て

い
ま

す
。

長
尾
一
・
初
代
会
長
が
「
地
域
を
見
直
し
、
ふ
れ
あ
い
と
話
し

合
い
を
通
じ
て
誇
れ
る
郷
土
に
し
よ
う
」
と
力
強
く
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。
 

3
6

年
の
歩
み

を
ふ

り
返
る
 

ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

の ののの
歴
史

歴
史

歴
史

歴
史

    
 

◇
 
当

初
当

初
当

初
当

初
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
活
発

活
発

活
発

活
発

な ななな
イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト
 

 
発
足
当
時
か
ら
専
門
部
が
企
画
し
た
手
話
講
座
、
高
血
圧

予
防
料
理
の
講
習
会
、
食
品
添
加
物
の
勉
強
会
、
和
紙
ち
ぎ

り
絵
教
室
な
ど
の
事
業
を
活
発
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
体
育
祭
、
文
化
祭
も
早
々
と
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
町
会
対
抗
で
当
時
強
か
っ
た
の
は
通
一
丁
目
、
栄
町

町
会
で
し
た
。
通
一
丁
目
町
会
は

8
回
大
会
（
平
成
元
年
）

か
ら

1
2
回
大
会
（
同

5
年
）
ま
で
、
な
ん
と

5
連
覇
。
栄

町
町
会
も
第

2
回
（
昭
和

5
9
年
）
に
優
勝
、
1
5
、
1
6
回
（
平

成
8
、
9
年
）
に

2
連
覇
し
て
い
ま
す
。
 

◇ ◇◇◇
    
豊
町

町
会

豊
町

町
会

豊
町

町
会

豊
町

町
会

を ををを
東
西

東
西

東
西

東
西

に ににに
分

割
分

割
分

割
分

割
    

た
あ
と
、
双
葉
町
町
会
の
ま
ま
で
し
た
が
、
町
名
と
合
わ
せ

た
方
が
分
か
り
易
い
と
平
成

9
年

4
月
か
ら
泉
町
町
会
に
変

わ
り
ま
し
た
。
 

 
世

帯
数

が
2
,0
0
0

を
越

す
大

き
な

町
と

な
っ

た
豊

町
町

会
は
、
平
成

1
0
年
、
常
磐
線

を
境
に
豊
町
東
町
会
、
豊
町
西

町
会
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
両

町
会

の
活

動
拠

点
と

な
る

豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
も
、
こ
れ
を

機
会
に
大
幅
に
改
装
さ
れ
、
町

会
活

動
の

ほ
か

地
域

の
人

た
ち

の
教

室
や

サ
ー

ク
ル

の
会

場
と

し
て

広
く

利
用

さ
れ

て
い
ま
す
。
 
双
葉
町
町
会
は
、

昭
和

4
2
年
の
住
居
表
示
の
実

施
で

町
名

が
泉

町
と

変
わ

っ

◇
 創

立
創

立
創

立
創

立
3
0

3
0

3
0

3
0
周
年

周
年

周
年

周
年
 

平
成

2
4
年
に
協
議
会
は
創
立

3
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
年

6
月
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
来
賓
の
秋
山
柏
市
長
は

「
3
0

年
の

長
き

に
わ

た
り
献

身
さ

れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
方
に

感
謝
し
た
い
。
人
口
が
急
増
し
て
い
る
こ
の
地
域
で
は
、
ふ

る
さ

と
意

識
を

共
有

し
て

ゆ
く

た
め

に
も

皆
さ

ん
の

存
在

が
大
切
。
今
後
も
積
極
的
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
祝
辞
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
 

 
3
6
年
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
き
た
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
、

今
号
で

11
9
号
。
創
刊
の
頃
、
こ
の
地
域
に
は
ま
だ
く
ぬ
ぎ

や
な

ら
の

木
が

あ
っ

て
、

子
供

た
ち

は
甲

虫
捕

り
に

夢
中

･
･
･
･
 

そ
う

い
っ

た
風

景
を

思
い

描
い

て
タ

イ
ト

ル
に

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
先
輩
た
ち
の
思
い
を
大
切
に

し
、
今
後

4
0
年
、
5
0
年
と
続
く
協
議
会
の
歩
み
を
「
ど
ん

ぐ
り
」
は
記
録
に
刻
み
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。
 

 ◇ ◇◇◇
    
ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

の ののの
主 主主主

な ななな
出

来
事

出
来
事

出
来
事

出
来
事

    
    

 
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
は
、
今
年
で
創
立

3
6
年

目
。
多
く
の
先
人
が
紡
い
で
き
た
歴
史
を
広
報
誌
「
ど
ん

ぐ
り
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。
 

 

◇ ◇◇◇
協
議

会
協
議

会
協
議

会
協
議

会
と ととと
地

区
社

協
地

区
社

協
地

区
社

協
地

区
社

協
を ををを
一

本
化

一
本
化

一
本
化

一
本
化

    

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
平
成

1
5
年
に

「
ふ
る
さ
と
協
議
会
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

 
 
 
平
成

1
9
年
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会

 
 
 
と
富
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
本
化

 
 
 
 
 
 
さ
れ
ま
し
た
。「

柏
市
民
憲
章
」
に

 
 
 
 
 
 
則
っ
た
明
る
く
住
み
良
い
街
づ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
り
、
福
祉
の
充
実
な
ど
を
、
協

 
 
 
 
 
 
 
 
議
会
と
し
て
推
し
進
め
て
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
と
い
う
た
め
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
本
化
で
す
。

菊
池

菊
池

菊
池

菊
池

さ
ん
が

さ
ん
が

さ
ん
が

さ
ん
が

優
勝

優
勝

優
勝

優
勝

    
新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

は
広
川
欣
也
さ
ん
（
豊

東
・
4
段
）
で
し
た
。

こ
の

大
会

も
今

年
で

3
2
回
。
参
加
者
が
減
っ

て
お

り
、

今
後

は
将

棋
、
麻
雀
な
ど
の
大
会

を
行

っ
て

は
ど

う
か

と
い

う
声

も
あ

が
っ

て
い
ま
す

。
 



平
成
2
9
年
3
月
3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
1
9
号
(2
) 
 

平
成
2
9
年
3
月
3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
1
1
9
号
(3
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1
月
2
5
日
、
東
京
・

お
台
場
に
あ
る
国
立
の

日
本
科
学
未
来
館
を
訪

ね
ま
し
た
。
館
内
に
入
る

と
、
吹
き
抜
け
の
空
間
に

あ
る
巨
大
な
地
球
型
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
目
を

奪
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は

展
示
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

「 「「「
リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
」 」」」
が ががが

盛
況

盛
況

盛
況

盛
況

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ふ ふふふ
る
さ
と

る
さ
と

る
さ
と

る
さ
と

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

確
認
で
き
ま
す
。
事
故
や

災
害
時
も
薬
手
帳
を
持

っ
て
い
れ
ば
的
確
な
処

置
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

ほ
か
に
も
薬
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
 

お
話
で
わ
か
り
や
す
く

指
導
。
ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
ひ

も
、
座
布
団
な
ど
を
使
っ

た
運
動
で
楽
し
く
汗
を

流
し
ま
し
た
。
「
日
頃
の

運
動
不
足
の
解
消
に
役

立
て
て
た
い
」
と
マ
マ
さ

ん
た
ち
も
満
足
そ
う
で

し
た
。
 

「 「「「
薬 薬薬薬
と ととと

上
手

上
手

上
手

上
手

に ににに
付 付付付
き ききき

合 合合合
お
う

お
う

お
う

お
う

」 」」」
    

柏 柏柏柏
厚
生

厚
生

厚
生

厚
生

総
合

総
合

総
合

総
合

病
院

病
院

病
院

病
院

    
松
木

松
木

松
木

松
木

先
生

先
生

先
生

先
生

 
 

 

彩
な
商
品
が
ず
ら
り
。
格
安
と
あ
っ
て
開
場
前
か
ら
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
、
売
れ
行
き
も
好
調
で
し
た
。
売
上
2
1
万

4
2
0
0
円
は
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
 
和
室
の
演
芸
大
会

は
、
各
町
会
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
物
ま
ね
、
踊
り
、

 
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
、
3
月

1
1
日
、
近
隣
セ
ン
タ

ー
全
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
メ
ー
ン
の
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
で

は
、
地
域
の
人
が
提

供
し
た
衣
類
、
生
活

雑
貨
、
食
器
な
ど
多

日
本

日
本

日
本

日
本

科
学
未
来

館
科

学
未
来

館
科

学
未
来

館
科

学
未
来

館
を ををを

見
学

見
学

見
学

見
学

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
服
用
し
な
い
と
効
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
病
状
が
悪
化
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
薬
の

飲
み
残
し
の
代
価
は
年
間
5
0
0
億
円
。
と
く
に
高
齢
者
に
多

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
う
っ
か
り
飲
み
忘
れ
た
り
、
種
類
が
多

地
区
社
協
部
会
企

画
の
地
区
勉
強
会
が

1
2
月
1
日
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
柏

厚
生
病
院
薬
剤
科
の

松
木
祥
彦
先
生
が
薬

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
5
6

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

薬
の
効
果
が
高
く
な

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
芸
が

披
露
さ
れ
、
終
日
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
庭
は
子
供
の

広
場
と
し
て
開
放
さ
れ
、

大
勢
の
子
供
た
ち
が
こ

そ
ば
、
豚
汁
、
あ
ん
こ
も
ち
な
ど
、
い
ず
れ
も
1
0
0
円
と
あ

っ
て
、
こ
ち
ら
も
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
。
こ
の
催
し
は
地

区
社
協
部
会
が
中
心
に
な
り
、
協
議
会
の
役
員
、
委
員
、
民

生
委
員
な
ど
約
1
2
0
人
が
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
と
く
に

昨
年

1
2
月
に
改
選

さ
れ
た
民
生
委
員
さ

ん
が
活
躍
。
新
任
、

留
任
、
退
任
の
委
員

さ
ん
が
商
品
の
選

別
、
値
付
け
、
陳
列
、

撤
去
な
ど
に
裏
方
さ

ん
と
し
て
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

コ
ン
テ
ン
ツ
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
や
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
私
た
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
科

学
、
宇
宙
の
仕
組
み
、
地
球
環
境
と
生
命
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
暮
ら
し
を
科
学
の
ア
イ
デ
ア
が

ど
う
実
現
し
て
ゆ
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
の
観
測
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

な
ど
の
擬
似
体
験
で
、
難
し
い
科
学
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
か
っ

た
気
分
に
。
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」
の
実
演
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
動
作
や
会
話
を
楽
し
め
ま
し
た
。
平
成
2
9
年
は

「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
元
年
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
暮
ら
し

と
科
学
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
 

子
育

子
育

子
育

子
育

て ててて
マ
マ

マ
マ

マ
マ

マ
マ

の ののの
勉
強

会
勉
強

会
勉
強

会
勉
強

会
    

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

◇ ◇◇◇
    
親
子
体
操

親
子
体
操

親
子
体
操

親
子
体
操

で ででで
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

    

子
育
て
に
励
ん
で
い
る
若
い
マ
マ
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
親
子
体
操
」
が
、
3
月
1
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
マ
マ
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康

運
動
指
導
士
、
石
原
由
紀
子
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
を
混
じ
え
た

◇ ◇◇◇
    
赤 赤赤赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

防
災
準
備

防
災
準
備

防
災
準
備

防
災
準
備

    

赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
の
防
災
教
室
が
1
2
月
2
日

人
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
お
母
さ
ん
ら
2
5
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
の
酒
井
敏
江
さ
ん
は
、
新
田
原
地
区
の
健

康
推
進
員
。
阪
神
大
震
災
の
体
験
、
東
日
本
大
震
災
後
、
知

人
を
訪
ね
た
さ
い
の
、
皆
さ
ん
の
困
っ
た
話
な
ど
の
体
験
談

を
集
め
、
推
進
員
と
し
て
、
お
母
さ
ん
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
し
た
。
お
話
の
ひ
と
つ
は
防
災
の
た
め
の
準
備
で

避
難
所
な
ど
で
3
日
間
生
活
す
る
た
め
に
、
携
帯
用
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
お
尻
ふ
き
、
タ
オ
ル
は
多
め
に
用
意
、
粉
ミ
ル
ク

は
か
さ
ば
ら
な
い
キ
ュ
ー
ブ
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
を
、
哺

乳
び
ん
は
消
毒
の
い
ら
な
い
使
い
捨
て
を
…
な
ど
を
。
ま
た

避
難
所
で
赤
ち
ゃ
ん
と
生
活
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア

松
木
先
生
は
「
病
気
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
健
康
な

生
活
を
送
る
た
め
に
も
薬
の
こ
と
を
知
っ
て
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
 

イ
デ
ア
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
実
例

に
基
づ
く
も
の
だ
け

に
、
参
加
し
た
お
母

さ
ん
も
「
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
て
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

 
約
2
0
0
0
世
帯
を
超
す
町

会
な
の
で
、
1
2
月
1
7
日
、

1
月
1
4
日
の
2
日
、
各
午

前
、
午
後
と
4
つ
の
区
ご

と
に
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
も
柏
市
防
災
安
全
課
、

柏
警
察
署
生
活
安
全
課
の

職
員
、
署
員
が
診
断
に
あ

あ
ず
か
る
同
庁
の
組
織
や
活
動
の
あ
り
さ
ま
を
映
像
を
見

な
が
ら
説
明
を
聞
き
、
明
治
以
降
の
歴
史
的
な
事
件
や
災
害

と
警
視
庁
の
か
か
わ
り
を
示
す
資
料
約
1
0
0
0
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
「
警
察
参
考
室
」
を
見
学
。
大
久
保
利
通
暗
殺
に

つ
か
わ
れ
た
刀
な
ど
貴
重
な
資
料
の
数
々
で
歴
史
の
一
片

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
2
3
区
と
島
部
の
1
10

番
を
受
け
る
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
に
は
、
1
日
に
4
8
00
件
も

の
通
報
が
入
る
と
か
。
こ
れ
は
18
秒
に
1
件
に
な
る
そ
う

で
、
首
都
の
事
件
や
事
故
の
多
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
 

  

た
り
、
4
区
合
わ
せ
て
約
9
0
人
が
自
分
の
住
む
町
の
防
災
度

を
確
か
め
ま
し
た
。
各
区
ご
と
に
町
の
表
情
は
異
な
り
ま
す

が
、
や
は
り
全
体
を
通
し
て
自
転
車
の
無
施
錠
が
目
立
ち
ま

し
た
。
自
転
車
盗
難
の
ほ
と
ん
ど
は
自
宅
の
敷
地
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
自
転
車
置
場
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
植
栽
が
伸
び
す
ぎ

て
防
犯
上
不
安
と
い
う
家
庭
は
少
な
く
、
き
ち
ん
と
刈
り
込

ん
で
、
し
か
も
し
っ
か
り
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
理
想
的
な
お

宅
も
。
空
き
地
を
利

用
し
た
だ
け
の
駐
車

場
は
、
照
明
も
な
く

看
板
も
な
い
と
車
上

狙
い
の
標
的
に
な
い

や
す
い
。
自
動
車
盗

難
で
は
な
ぜ
か
「
プ

リ
ウ
ス
」
「
ハ
イ
エ

ー
ス
」
が
狙
わ
れ
る

と
か
。
門
扉
は
留
守
の
と
き
、
閉
め
る
の
が
鉄
則
。
扉
が
な

い
ば
あ
い
は
、
ロ
ー
プ
1
本
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
置
く
だ
け

で
侵
入
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
4
区
を
通
じ
て

街
並
み
は
き
れ
い
で
防
犯
度
は
高
い
と
の
評
価
で
し
た
。

「
ゴ
ミ
を
放
置
し
た
り
、
落
書
き
が
あ
る
と
防
犯
意
識
が
低

い
と
犯
罪
者
に
狙
わ
れ
ま
す
。
町
を
き
れ
い
に
し
、
知
ら
な

い
人
に
は
、
”
こ
ん
に
ち
わ
”
と
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
下

 
2
月
23
日
に
実
施
。
今
回
の
対
象
地
域
は
若
葉
町
で
、
柏

3
小
や
マ
ミ
ー
マ
ー
ト
、
ヤ
オ
コ
ー
な
ど
大
手
ス
ー
パ
ー
が

あ
っ
て
、
人
通
り
も

多
い
と
こ
ろ
。
柏
市

防
災
安
全
課
の
職

員
の
診
断
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
き
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。
全
体
的

に
町
並
み
は
き
れ

い
、
ゴ
ミ
の
放
置
や

落
書
き
も
な
く
、
防

犯
意
識
の
高
さ
を
う
か
か
わ
せ
ま
し
た
。
一
方
通
行
の
細
い

道
路
を
逆
走
す
る
車
が
あ
っ
て
危
険
と
指
摘
さ
れ
た
個
所

も
。
町
会
の
掲
示
板
が
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
、
そ
の
真
下
に

警
視
庁

警
視
庁

警
視
庁

警
視
庁

へ へへへ
行 行行行
っ

て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た
    

    
防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

の ののの
研
修

研
修

研
修

研
修

 
富
里
地
区
の
7

町
会
で
構
成
す
る

柏
市
防
犯
協
会
冨

里
支
部
で
は
、
2
月

2
3
日
、
東
京
の
警

視
庁
を
訪
ね
て
き

ま
し
た
。
見
学
者
用

の
「
警
視
庁
教
室
」

で
首
都
の
治
安
を

広 広広広
い いいい
町

会
町

会
町

会
町

会
、 、、、
4 444
回 回回回
に ににに

分 分分分
け
て

け
て

け
て

け
て

    

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

の ののの
防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

す
ぎ
て
飲
み
間
違
え
た
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
な
い
な

ど
の
ケ
ー
ス
が
。
対
策
と
し
て
、
置
き
場
所
を
決
め
て
お
く
、

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
買
え
る
薬
ケ
ー
ス
の
活
用
、
薬
カ
レ

ン
ダ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
が
有
効
で
す
。
薬
は
正
し
く

飲
む
こ
と
。
水
な
し
で
飲
ん
だ
り
、
水
の
量
が
少
な
い
と
、

食
道
に
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
吸
収
が
低
下
し
た
り
し
ま
す
。

「
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
」
で
飲
ん
で
下
さ
い
。

「
薬
手
帳
」
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
医
師
や
薬
剤
師
が
情
報

を
共
有
で
き
、
い
ま
使
っ
て
い
る
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が

富
里
町

会
富

里
町

会
富

里
町

会
富

里
町

会
で
は

で
は

で
は

で
は

若
葉

町
若
葉

町
若
葉

町
若
葉

町
を ををを
    

2 222
回
目

回
目

回
目

回
目

の ののの
防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

ま
回
し
、
ス
ト
ラ
ツ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
遊

び
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。
駐
車
場
は
各
専

門
部
が
担
当
す
る
模

擬
店
が
並
び
、
や
き

あ
る
ゴ
ミ
集
積
所

も
清
掃
が
行
き
届

い
て
お
り
、
「
町
の

中
が
き
れ
い
で
、
整

頓
さ
れ
て
い
る
と
、

空
き
巣
も
敬
遠
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
」
と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
 

見
や
犯
行
を
あ
き

ら
め
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
自
転

車
や
窓
に
は
し
っ

か
り
カ
ギ
を
か
け

て
、
さ
ら
に
防
犯
度

を
高
め
て
下
さ
い
」

と
の
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
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1
月
2
5
日
、
東
京
・

お
台
場
に
あ
る
国
立
の

日
本
科
学
未
来
館
を
訪

ね
ま
し
た
。
館
内
に
入
る

と
、
吹
き
抜
け
の
空
間
に

あ
る
巨
大
な
地
球
型
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
目
を

奪
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は

展
示
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

「 「「「
リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

リ
サ

イ
ク
ル

バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
バ
ザ

ー
」 」」」
が ががが

盛
況

盛
況

盛
況

盛
況

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ふ ふふふ
る
さ
と

る
さ
と

る
さ
と

る
さ
と

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

確
認
で
き
ま
す
。
事
故
や

災
害
時
も
薬
手
帳
を
持

っ
て
い
れ
ば
的
確
な
処

置
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

ほ
か
に
も
薬
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
 

お
話
で
わ
か
り
や
す
く

指
導
。
ボ
ー
ル
や
ゴ
ム
ひ

も
、
座
布
団
な
ど
を
使
っ

た
運
動
で
楽
し
く
汗
を

流
し
ま
し
た
。
「
日
頃
の

運
動
不
足
の
解
消
に
役

立
て
て
た
い
」
と
マ
マ
さ

ん
た
ち
も
満
足
そ
う
で

し
た
。
 

「 「「「
薬 薬薬薬
と ととと

上
手

上
手

上
手

上
手

に ににに
付 付付付
き ききき

合 合合合
お
う

お
う

お
う

お
う

」 」」」
    

柏 柏柏柏
厚
生

厚
生

厚
生

厚
生

総
合

総
合

総
合

総
合

病
院

病
院

病
院

病
院

    
松
木

松
木

松
木

松
木

先
生

先
生

先
生

先
生

 
 

 

彩
な
商
品
が
ず
ら
り
。
格
安
と
あ
っ
て
開
場
前
か
ら
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
、
売
れ
行
き
も
好
調
で
し
た
。
売
上
2
1
万

4
2
0
0
円
は
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
 
和
室
の
演
芸
大
会

は
、
各
町
会
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
物
ま
ね
、
踊
り
、

 
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
が
、
3
月

1
1
日
、
近
隣
セ
ン
タ

ー
全
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
メ
ー
ン
の
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
で

は
、
地
域
の
人
が
提

供
し
た
衣
類
、
生
活

雑
貨
、
食
器
な
ど
多

日
本

日
本

日
本

日
本

科
学
未
来

館
科

学
未
来

館
科

学
未
来

館
科

学
未
来

館
を ををを

見
学

見
学

見
学

見
学

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

社
協
部
会
研
修

っ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
服
用
し
な
い
と
効
果
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
病
状
が
悪
化
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
薬
の

飲
み
残
し
の
代
価
は
年
間
5
0
0
億
円
。
と
く
に
高
齢
者
に
多

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
う
っ
か
り
飲
み
忘
れ
た
り
、
種
類
が
多

地
区
社
協
部
会
企

画
の
地
区
勉
強
会
が

1
2
月
1
日
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
柏

厚
生
病
院
薬
剤
科
の

松
木
祥
彦
先
生
が
薬

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
5
6

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

薬
の
効
果
が
高
く
な

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
芸
が

披
露
さ
れ
、
終
日
に
ぎ
や

か
で
し
た
。
庭
は
子
供
の

広
場
と
し
て
開
放
さ
れ
、

大
勢
の
子
供
た
ち
が
こ

そ
ば
、
豚
汁
、
あ
ん
こ
も
ち
な
ど
、
い
ず
れ
も
1
0
0
円
と
あ

っ
て
、
こ
ち
ら
も
飛
ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
。
こ
の
催
し
は
地

区
社
協
部
会
が
中
心
に
な
り
、
協
議
会
の
役
員
、
委
員
、
民

生
委
員
な
ど
約
1
2
0
人
が
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
と
く
に

昨
年

1
2
月
に
改
選

さ
れ
た
民
生
委
員
さ

ん
が
活
躍
。
新
任
、

留
任
、
退
任
の
委
員

さ
ん
が
商
品
の
選

別
、
値
付
け
、
陳
列
、

撤
去
な
ど
に
裏
方
さ

ん
と
し
て
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
 

コ
ン
テ
ン
ツ
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
ロ
ボ

ッ
ト
や
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
私
た
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
科

学
、
宇
宙
の
仕
組
み
、
地
球
環
境
と
生
命
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
暮
ら
し
を
科
学
の
ア
イ
デ
ア
が

ど
う
実
現
し
て
ゆ
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
の
観
測
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

な
ど
の
擬
似
体
験
で
、
難
し
い
科
学
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
わ
か
っ

た
気
分
に
。
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」
の
実
演
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
動
作
や
会
話
を
楽
し
め
ま
し
た
。
平
成
2
9
年
は

「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
元
年
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
暮
ら
し

と
科
学
を
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
 

子
育

子
育

子
育

子
育

て ててて
マ
マ

マ
マ

マ
マ

マ
マ

の ののの
勉
強

会
勉
強

会
勉
強

会
勉
強

会
    

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

児
童
保
健
福
祉
部

◇ ◇◇◇
    
親
子
体
操

親
子
体
操

親
子
体
操

親
子
体
操

で ででで
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

    

子
育
て
に
励
ん
で
い
る
若
い
マ
マ
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
親
子
体
操
」
が
、
3
月
1
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
マ
マ
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
健
康

運
動
指
導
士
、
石
原
由
紀
子
さ
ん
が
ユ
ー
モ
ア
を
混
じ
え
た

◇ ◇◇◇
    
赤 赤赤赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

ち
ゃ
ん
の
た
め
の

防
災
準
備

防
災
準
備

防
災
準
備

防
災
準
備

    

赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
の
防
災
教
室
が
1
2
月
2
日

人
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
お
母
さ
ん
ら
2
5
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
師
の
酒
井
敏
江
さ
ん
は
、
新
田
原
地
区
の
健

康
推
進
員
。
阪
神
大
震
災
の
体
験
、
東
日
本
大
震
災
後
、
知

人
を
訪
ね
た
さ
い
の
、
皆
さ
ん
の
困
っ
た
話
な
ど
の
体
験
談

を
集
め
、
推
進
員
と
し
て
、
お
母
さ
ん
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
し
た
。
お
話
の
ひ
と
つ
は
防
災
の
た
め
の
準
備
で

避
難
所
な
ど
で
3
日
間
生
活
す
る
た
め
に
、
携
帯
用
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
お
尻
ふ
き
、
タ
オ
ル
は
多
め
に
用
意
、
粉
ミ
ル
ク

は
か
さ
ば
ら
な
い
キ
ュ
ー
ブ
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
を
、
哺

乳
び
ん
は
消
毒
の
い
ら
な
い
使
い
捨
て
を
…
な
ど
を
。
ま
た

避
難
所
で
赤
ち
ゃ
ん
と
生
活
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア

松
木
先
生
は
「
病
気
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
健
康
な

生
活
を
送
る
た
め
に
も
薬
の
こ
と
を
知
っ
て
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
下
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
 

イ
デ
ア
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。
実
例

に
基
づ
く
も
の
だ
け

に
、
参
加
し
た
お
母

さ
ん
も
「
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
て
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

 
約
2
0
0
0
世
帯
を
超
す
町

会
な
の
で
、
1
2
月
1
7
日
、

1
月
1
4
日
の
2
日
、
各
午

前
、
午
後
と
4
つ
の
区
ご

と
に
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
も
柏
市
防
災
安
全
課
、

柏
警
察
署
生
活
安
全
課
の

職
員
、
署
員
が
診
断
に
あ

あ
ず
か
る
同
庁
の
組
織
や
活
動
の
あ
り
さ
ま
を
映
像
を
見

な
が
ら
説
明
を
聞
き
、
明
治
以
降
の
歴
史
的
な
事
件
や
災
害

と
警
視
庁
の
か
か
わ
り
を
示
す
資
料
約
1
0
0
0
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
「
警
察
参
考
室
」
を
見
学
。
大
久
保
利
通
暗
殺
に

つ
か
わ
れ
た
刀
な
ど
貴
重
な
資
料
の
数
々
で
歴
史
の
一
片

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京
2
3
区
と
島
部
の
1
10

番
を
受
け
る
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
に
は
、
1
日
に
4
8
00
件
も

の
通
報
が
入
る
と
か
。
こ
れ
は
18
秒
に
1
件
に
な
る
そ
う

で
、
首
都
の
事
件
や
事
故
の
多
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
 

  

た
り
、
4
区
合
わ
せ
て
約
9
0
人
が
自
分
の
住
む
町
の
防
災
度

を
確
か
め
ま
し
た
。
各
区
ご
と
に
町
の
表
情
は
異
な
り
ま
す

が
、
や
は
り
全
体
を
通
し
て
自
転
車
の
無
施
錠
が
目
立
ち
ま

し
た
。
自
転
車
盗
難
の
ほ
と
ん
ど
は
自
宅
の
敷
地
や
マ
ン
シ

ョ
ン
の
自
転
車
置
場
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
植
栽
が
伸
び
す
ぎ

て
防
犯
上
不
安
と
い
う
家
庭
は
少
な
く
、
き
ち
ん
と
刈
り
込

ん
で
、
し
か
も
し
っ
か
り
侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
理
想
的
な
お

宅
も
。
空
き
地
を
利

用
し
た
だ
け
の
駐
車

場
は
、
照
明
も
な
く

看
板
も
な
い
と
車
上

狙
い
の
標
的
に
な
い

や
す
い
。
自
動
車
盗

難
で
は
な
ぜ
か
「
プ

リ
ウ
ス
」
「
ハ
イ
エ

ー
ス
」
が
狙
わ
れ
る

と
か
。
門
扉
は
留
守
の
と
き
、
閉
め
る
の
が
鉄
則
。
扉
が
な

い
ば
あ
い
は
、
ロ
ー
プ
1
本
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
置
く
だ
け

で
侵
入
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
4
区
を
通
じ
て

街
並
み
は
き
れ
い
で
防
犯
度
は
高
い
と
の
評
価
で
し
た
。

「
ゴ
ミ
を
放
置
し
た
り
、
落
書
き
が
あ
る
と
防
犯
意
識
が
低

い
と
犯
罪
者
に
狙
わ
れ
ま
す
。
町
を
き
れ
い
に
し
、
知
ら
な

い
人
に
は
、
”
こ
ん
に
ち
わ
”
と
声
を
か
け
る
こ
と
で
、
下

 
2
月
23
日
に
実
施
。
今
回
の
対
象
地
域
は
若
葉
町
で
、
柏

3
小
や
マ
ミ
ー
マ
ー
ト
、
ヤ
オ
コ
ー
な
ど
大
手
ス
ー
パ
ー
が

あ
っ
て
、
人
通
り
も

多
い
と
こ
ろ
。
柏
市

防
災
安
全
課
の
職

員
の
診
断
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
き
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。
全
体
的

に
町
並
み
は
き
れ

い
、
ゴ
ミ
の
放
置
や

落
書
き
も
な
く
、
防

犯
意
識
の
高
さ
を
う
か
か
わ
せ
ま
し
た
。
一
方
通
行
の
細
い

道
路
を
逆
走
す
る
車
が
あ
っ
て
危
険
と
指
摘
さ
れ
た
個
所

も
。
町
会
の
掲
示
板
が
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
、
そ
の
真
下
に

警
視
庁

警
視
庁

警
視
庁

警
視
庁

へ へへへ
行 行行行
っ

て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た

っ
て
き

ま
し
た
    

    
防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

防
犯
協
会

の ののの
研
修

研
修

研
修

研
修

 
富
里
地
区
の
7

町
会
で
構
成
す
る

柏
市
防
犯
協
会
冨

里
支
部
で
は
、
2
月

2
3
日
、
東
京
の
警

視
庁
を
訪
ね
て
き

ま
し
た
。
見
学
者
用

の
「
警
視
庁
教
室
」

で
首
都
の
治
安
を

広 広広広
い いいい
町

会
町

会
町

会
町

会
、 、、、
4 444
回 回回回
に ににに

分 分分分
け
て

け
て

け
て

け
て

    

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

豊
町
東
町
会

の ののの
防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

す
ぎ
て
飲
み
間
違
え
た
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
な
い
な

ど
の
ケ
ー
ス
が
。
対
策
と
し
て
、
置
き
場
所
を
決
め
て
お
く
、

1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
買
え
る
薬
ケ
ー
ス
の
活
用
、
薬
カ
レ

ン
ダ
ー
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
が
有
効
で
す
。
薬
は
正
し
く

飲
む
こ
と
。
水
な
し
で
飲
ん
だ
り
、
水
の
量
が
少
な
い
と
、

食
道
に
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
吸
収
が
低
下
し
た
り
し
ま
す
。

「
コ
ッ
プ
1
杯
の
水
ま
た
は
ぬ
る
ま
湯
」
で
飲
ん
で
下
さ
い
。

「
薬
手
帳
」
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
医
師
や
薬
剤
師
が
情
報

を
共
有
で
き
、
い
ま
使
っ
て
い
る
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が

富
里
町

会
富

里
町

会
富

里
町

会
富

里
町

会
で
は

で
は

で
は

で
は

若
葉

町
若
葉

町
若
葉

町
若
葉

町
を ををを
    

2 222
回
目

回
目

回
目

回
目

の ののの
防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

防
犯
診
断

ま
回
し
、
ス
ト
ラ
ツ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
遊

び
に
興
じ
て
い
ま
し

た
。
駐
車
場
は
各
専

門
部
が
担
当
す
る
模

擬
店
が
並
び
、
や
き

あ
る
ゴ
ミ
集
積
所

も
清
掃
が
行
き
届

い
て
お
り
、
「
町
の

中
が
き
れ
い
で
、
整

頓
さ
れ
て
い
る
と
、

空
き
巣
も
敬
遠
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
」
と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。
 

見
や
犯
行
を
あ
き

ら
め
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
自
転

車
や
窓
に
は
し
っ

か
り
カ
ギ
を
か
け

て
、
さ
ら
に
防
犯
度

を
高
め
て
下
さ
い
」

と
の
講
評
が
あ
り

ま
し
た
。
 



昭
和
 

56
年
 8
月
28

日
 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
発
足
 

 
58

年
 4
月
12

日
 

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
落
成
 

 
58

年
 4
月
12

日
 

「
ど
ん
ぐ
り
」
創
刊
号
発
行
 

 
58

年
10

月
 

第
1
回
体
育
祭
開
催
 

 
59

年
10

月
 

第
1
回
文
化
祭
開
催
 

平
成
  

9 
 年

 4
月
 1
日
 

双
葉
町
町
会
を
泉
町
町
会
に
変
更
 

 
10

年
 4
月
 1
日
 

豊
町
町
会
を
分
割
。
 

豊
町
東
、
豊
町
西
町
会
誕
生
 

 
10

年
10

月
 3
日
 

豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
改
修
工
事
完
成
 

 
14

年
 4
月
 1
日
 

専
門
部
に
防
災
部
を
新
設
 

 
15

年
 4
月
 1
日
 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
と
改
称
 

 
17

年
10

月
 1
日
 

柏
市
防
犯
交
通
安
全
組
合
富
里
支
部
設
立
 

 
19

年
 4
月
 1
日
 

協
議
会
と
地
区
社
協
を
一
本
化
 

 
24

年
 4
月
16

日
 

設
立

30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
 

 
26

年
 3
月
31

日
 

防
犯
交
通
安
全
組
合
富
里
支
部
を
解
散
 

 
 

柏
市
防
犯
協
会
富
里
支
部
と
し
て
発
足
 

 

平
成

2
9
年

3
月

3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
11

9
号
(4
) 

 
平
成

2
9
年

3
月

3
1
日
発
行
 

ふ
る
さ
と
通
信
 

第
11

9
号
(1
) 

 
 

 

 
 

 
 

 

    

詐
欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
詐

欺
防

止
電
話

機
    

購
入

購
入

購
入

購
入

に ににに
補
助
金

補
助
金

補
助
金

補
助
金

    
    

 
柏
市
で
は
振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
、
防

止
対
策
仕
様
の
電
話
機
の
購
入
や
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

補
助
金
支
給
の
条
件
は
 

①
 
6
5
歳
以
上
の
柏
市
居
住
の
納
税
者
 

②
 
自
動
応
答
録
音
装
置
な
ど
を
備
え
た
電
話

機
の
購
入
や
工
事
 

③
 
柏
市
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
。
 

補
助
金
の
金
額
は
、
購
入
や
工
事
費
用
の

2
分

の
1
で
、
最
高

1
万
円
ま
で
。
補
助
対
象
の
機

器
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
事
前
に

柏
市
防
災
安
全
課
（
電
話

0
4
-7
1
6
7
-1
11

5
）
に

相
談
し
て
下
さ
い
。
 

（
消
費
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 溝

田
節
子
）
 

を
詰

め
て

す
ぐ

蒸
し

た
も

の
が

最
高

の
味

と
か

。
参

加
し
た

2
9

人
は
豚
ひ
き

肉
、

白
菜

、
た

け
の

こ
、

し
い

た
け

な
ど

の
具

を
包

ん
だ

、
ほ

か
ほ

か
の

手
づ

く
り

中
華

ま
ん

の
味

を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

楽 楽楽楽
し
い

し
い

し
い

し
い

講
習
会

講
習
会

講
習
会

講
習
会

    
生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

生
活
環
境
部

 

ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」
と
い
う
手
法

で
模
様
を
転
写
し
ま
す
。
今
回

は
ハ

ワ
イ

ア
ン

の
花

柄
が

テ
ー
マ
。
受
講
し
た

3
2
人
は
、

思
い
思
い
の
花
柄
を
描
き
、
ア

イ
ロ

ン
の

熱
で

バ
ッ

グ
に

写
す
と
、
南
国
ム
ー
ド
が
漂
う
、

ち
ょ

っ
と

お
洒

落
な

バ
ッ

グ
が

完
成

。
「

こ
れ

な
ら

外
出

の
お
供
に
な
る
わ
」
と
皆
さ
ん
満

足
そ
う
で
し
た
。
 

◇ ◇◇◇
    
手 手手手

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

見
事

見
事

見
事

見
事

に ににに
変
身

変
身

変
身

変
身

 
 
1
2
月

7
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
講
師
は
福
田
智
子

さ
ん
。
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
し
た
無
地
の
バ
ッ
グ
に
「
ト

◇ ◇◇◇
    
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
ほ

か
中

華
中

華
中

華
中

華
ま

ん
ま

ん
ま

ん
ま

ん
 

寒
い

季
節

の
お

や
つ

に
最

適
な

中
華

ま
ん

を
手

づ
く

り
で
と

1
月

1
9
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
の
日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
派
遣
講
師
、
高
橋
さ
ん
ら

3
人
が
、

ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
発
酵
の
コ
ツ
、
生
地
の
練
り
方
、
具
の
包

み
方
な
ど
を
分
か
り
易
く
指
導
。
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
具

 

 
新
春
囲
碁
大
会
は

1
月

2
2
日
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
1
3
人
が
競
っ
た
結
果
、
菊
池
庸
さ
ん
（
緑
ヶ
丘
・
3
段
）

が
優
勝
。
準
優
勝
は
日
高
澄
さ
ん
（
緑
が
丘
・
6
段
）
、
3
位

 
 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
は
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

3
水
曜
日
、
一
人
暮

ら
し

の
高
齢
者
の
食
事
会

の
昼
食
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間
は
午
前

8
時

3
0
分
か
ら
午
後

2
時
ま
で
。
料
理
好

き
で
、
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
み
た
い
と
い
う
方

3
～
4
人

の
応
援
を
お
待
ち
し
ま
す

。
第

3
水
曜
日
に
一
度
見
学

に
来
て
下
さ
い

。
 

 
 
 
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
 
下
山
部
長

0
9
0
-2
4
8
6
-6
8
1
3

給
食

給
食

給
食

給
食

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

募
集

募
集

募
集

募
集

！ ！！！
    

 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 
編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

    
+
+
+
+
+

+
+
+
+
+

+
+
+
+
+

+
+
+
+
+
    

「 「「「
ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

ど
ん

ぐ
り

」 」」」
が ががが
新 新新新
し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

し
く
な
り
ま
す

    
    
・ ・・・
隔
月

隔
月

隔
月

隔
月

に ににに
発
行

発
行

発
行

発
行

    
・ ・・・
お おおお
知 知知知
ら
せ
を

ら
せ
を

ら
せ
を

ら
せ
を

充
実

充
実

充
実

充
実

    
    
・ ・・・
「 「「「
町
内

町
内

町
内

町
内

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

」 」」」
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

常
設

常
設

常
設

常
設

    

編
集
長

編
集
長

編
集
長

編
集
長

の ののの
コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

    

 
協
議
会
の
広
報
紙
「
ど
ん
ぐ
り
」
が
次
号
（
6
月

発
行
）
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で

の
年

4
回
発
行
を
、
6
回
に
増
や
し
、
向
こ
う

2
ヶ

月
間

の
協

議
会

の
イ

ベ
ン

ト
や

会
合

予
定

の
全

て
を
掲
載
し
、
申
し
込
み
も
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
町
会
だ
よ
り
」
「
専
門
部
紹
介
」
な
ど
の
コ
ラ
ム

を
常
設
し
、
地
域
で
活
動
す
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
毎

号
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
部
が
取
材
す
る
特
集
、

企
画
記
事
は
１
面
で
扱
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

源
、
地
域
を
知
る
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

以
下
は
、
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
つ
と
め

た
広
報
部
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私

が
地
域
活
動
に
か
か
わ
っ
た
の
は
、
7
0
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
地
域
に
は
全
く
無
頓
着
で

し
た
が
、
取
材
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
お
話

を
聞
く
機
会
も
多
く
、
自
分
の
住
む
町
や
そ
の
周
辺

を
し
っ
か
り
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の

知
人
、
友
人
に
も
め
ぐ
り
会
え
、
思
い
も
か
け
な
い

充
実
し
た

7
0
代
を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

8
2
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
度
は

6
0～

7
0
代
と

自
負
で
き
る
の
も
、
地
域
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
半
世
紀
を
超
え

る
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
味
な
福
祉
活
動
を
続
け
る
民
生

委
員
な
ど
思
い
出
に
残
る
取
材
、
記
事
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
た
め
の
広
報
紙
が
で
き

た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
は
る
か
に
及
び
ま
せ
ん
。

こ
れ

か
ら

も
広

報
部

全
員

で
編

集
に

取
り

組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
（
平
林
英
昭
）
 

「
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
」
は
、

J
R

柏
駅
か
ら
南

柏
駅
に
位
置
す
る
７
つ
の
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
町
会
の
垣
根
を
越
え
て
、
福

祉
活
動
や
地
域
住
民
の
交
流
を
図
り
、
住
み
よ
い
生
活
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

発
行
：
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
・
富
里
地
区
社
協
部
会
 

h
tt
p
:/
/w

w
w
.f
k
-t
om

is
a
to
.n
et
/ 

編
集
・
制
作
：
広
報
部
 

k
oh

o@
fk
-t
om

is
a
to
.n
et
 
 

お
問

合
せ
：
℡

 0
4
-7
1
7
3
-9
5
3
1（

富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
） 

N
o.
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◇ ◇◇◇
    
昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

5
6

5
65
6

5
6
年 年年年
に ににに

発
足

発
足

発
足

発
足

    
 

協
議

会
は

「
富

里
地
域

ふ
る

さ
と

づ
く

り
協

議
会

」
と

い
う
名

称
で

、
昭

和
5
6
年

8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
栄
町
、

通
一
丁
目
、
双
葉
町
（
現
泉
町
）、

緑
ヶ

丘
、

富
里

、
豊

町
（

現
豊

町
東

、
豊

町
西
）
の

6
町
会
で
構
成
。
活
動
の
拠
点

と
な

る
の

が
近

隣
セ

ン
タ

ー
で

す
が

、
初

代
の

役
員

た
ち

は
「
近

隣
セ

ン
タ

ー
は

私
た

ち
の

手
で

作
ろ
う

」
と

柏
市

内

外
の
先
進
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
研
究
を
し
、
各
町
会
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
設
計
な
ど
の
検
討
を
重
ね
て
、
柏
市
内
で

1
0

番
目
と
な
る
富
里
近
隣
セ
ン
タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
地

域
手
づ
く
り
の
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
昭
和

5
8
年
に
完
成
し
、

当
時

の
鈴

木
眞

市
長

ら
を

迎
え

て
記

念
式

典
を

行
っ

た
こ

と
が

、
「

ど
ん

ぐ
り

」
創

刊
号

で
特

集
さ

れ
て

い
ま

す
。

長
尾
一
・
初
代
会
長
が
「
地
域
を
見
直
し
、
ふ
れ
あ
い
と
話
し

合
い
を
通
じ
て
誇
れ
る
郷
土
に
し
よ
う
」
と
力
強
く
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。
 

3
6

年
の
歩
み

を
ふ

り
返
る
 

ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
ふ
る
さ

と
協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

の ののの
歴
史

歴
史

歴
史

歴
史

    
 

◇
 
当

初
当

初
当

初
当

初
か

ら
か

ら
か

ら
か

ら
活
発

活
発

活
発

活
発

な ななな
イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト
 

 
発
足
当
時
か
ら
専
門
部
が
企
画
し
た
手
話
講
座
、
高
血
圧

予
防
料
理
の
講
習
会
、
食
品
添
加
物
の
勉
強
会
、
和
紙
ち
ぎ

り
絵
教
室
な
ど
の
事
業
を
活
発
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
体
育
祭
、
文
化
祭
も
早
々
と
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
町
会
対
抗
で
当
時
強
か
っ
た
の
は
通
一
丁
目
、
栄
町

町
会
で
し
た
。
通
一
丁
目
町
会
は

8
回
大
会
（
平
成
元
年
）

か
ら

1
2
回
大
会
（
同

5
年
）
ま
で
、
な
ん
と

5
連
覇
。
栄

町
町
会
も
第

2
回
（
昭
和

5
9
年
）
に
優
勝
、
1
5
、
1
6
回
（
平

成
8
、
9
年
）
に

2
連
覇
し
て
い
ま
す
。
 

◇ ◇◇◇
    
豊
町

町
会

豊
町

町
会

豊
町

町
会

豊
町

町
会

を ををを
東
西

東
西

東
西

東
西

に ににに
分

割
分

割
分

割
分

割
    

た
あ
と
、
双
葉
町
町
会
の
ま
ま
で
し
た
が
、
町
名
と
合
わ
せ

た
方
が
分
か
り
易
い
と
平
成

9
年

4
月
か
ら
泉
町
町
会
に
変

わ
り
ま
し
た
。
 

 
世

帯
数

が
2
,0
0
0

を
越

す
大

き
な

町
と

な
っ

た
豊

町
町

会
は
、
平
成

1
0
年
、
常
磐
線

を
境
に
豊
町
東
町
会
、
豊
町
西

町
会
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
両

町
会

の
活

動
拠

点
と

な
る

豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
も
、
こ
れ
を

機
会
に
大
幅
に
改
装
さ
れ
、
町

会
活

動
の

ほ
か

地
域

の
人

た
ち

の
教

室
や

サ
ー

ク
ル

の
会

場
と

し
て

広
く

利
用

さ
れ

て
い
ま
す
。
 
双
葉
町
町
会
は
、

昭
和

4
2
年
の
住
居
表
示
の
実

施
で

町
名

が
泉

町
と

変
わ

っ

◇
 創

立
創

立
創

立
創

立
3
0

3
0

3
0

3
0
周
年

周
年

周
年

周
年
 

平
成

2
4
年
に
協
議
会
は
創
立

3
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

同
年

6
月
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
来
賓
の
秋
山
柏
市
長
は

「
3
0

年
の

長
き

に
わ

た
り
献

身
さ

れ
た

さ
ま

ざ
ま

な
方
に

感
謝
し
た
い
。
人
口
が
急
増
し
て
い
る
こ
の
地
域
で
は
、
ふ

る
さ

と
意

識
を

共
有

し
て

ゆ
く

た
め

に
も

皆
さ

ん
の

存
在

が
大
切
。
今
後
も
積
極
的
な
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
祝
辞
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
 

 
3
6
年
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
き
た
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
、

今
号
で

11
9
号
。
創
刊
の
頃
、
こ
の
地
域
に
は
ま
だ
く
ぬ
ぎ

や
な

ら
の

木
が

あ
っ

て
、

子
供

た
ち

は
甲

虫
捕

り
に

夢
中

･
･
･
･
 

そ
う

い
っ

た
風

景
を

思
い

描
い

て
タ

イ
ト

ル
に

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
先
輩
た
ち
の
思
い
を
大
切
に

し
、
今
後

4
0
年
、
5
0
年
と
続
く
協
議
会
の
歩
み
を
「
ど
ん

ぐ
り
」
は
記
録
に
刻
み
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。
 

 ◇ ◇◇◇
    
ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

ふ
る

さ
と

協
議
会

協
議
会

協
議
会

協
議
会

の ののの
主 主主主

な ななな
出

来
事

出
来
事

出
来
事

出
来
事

    
    

 
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
は
、
今
年
で
創
立

3
6
年

目
。
多
く
の
先
人
が
紡
い
で
き
た
歴
史
を
広
報
誌
「
ど
ん

ぐ
り
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。
 

 

◇ ◇◇◇
協
議

会
協
議

会
協
議

会
協
議

会
と ととと
地

区
社

協
地

区
社

協
地

区
社

協
地

区
社

協
を ををを
一

本
化

一
本
化

一
本
化

一
本
化

    

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
平
成

1
5
年
に

「
ふ
る
さ
と
協
議
会
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

 
 
 
平
成

1
9
年
、
富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会

 
 
 
と
富
里
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
一
本
化

 
 
 
 
 
 
さ
れ
ま
し
た
。「

柏
市
民
憲
章
」
に

 
 
 
 
 
 
則
っ
た
明
る
く
住
み
良
い
街
づ
く

 
 
 
 
 
 
 
 
り
、
福
祉
の
充
実
な
ど
を
、
協

 
 
 
 
 
 
 
 
議
会
と
し
て
推
し
進
め
て
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
と
い
う
た
め
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
本
化
で
す
。

菊
池

菊
池

菊
池

菊
池

さ
ん
が

さ
ん
が

さ
ん
が

さ
ん
が

優
勝

優
勝

優
勝

優
勝

    
新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

新
春
囲
碁
大
会

は
広
川
欣
也
さ
ん
（
豊

東
・
4
段
）
で
し
た
。

こ
の

大
会

も
今

年
で

3
2
回
。
参
加
者
が
減
っ

て
お

り
、

今
後

は
将

棋
、
麻
雀
な
ど
の
大
会

を
行

っ
て

は
ど

う
か

と
い

う
声

も
あ

が
っ

て
い
ま
す

。
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